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せ
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
理
論
上
、
1
0

0
億
年
に
1
秒
以
下
の
誤
差

し
か
出
な
い
精
度
で
あ
る
。

　
産
総
研
は
、
当
初
か
ら
光

格
子
時
計
の
優
秀
さ
に
着
目

し
、
東
大
と
協
力
し
て
絶
対

値
の
測
定
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
最
初
の
成
果
は
2

0
0
5
年
の
「
N
a
t
u
r

e
」
誌
に
掲
載
さ
れ
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
東
大
で
は
光
格

子
時
計
内
の
原
子
の
衝
突
を

抑
制
し
て
、
そ
の
共
鳴
周
波

数
を
精
度
を
上
げ
て
測
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
技
術
的

に
大
き
く
前
進
し
た
。
ま
た

産
総
研
は
、
光
格
子
時
計
の

絶
対
値
を
測
定
す
る
た
め
、

光
周
波
数
計
測
シ
ス
テ
ム
や

G
P
S
搬
送
波
位
相
利
用
時

刻
比
較
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
、
国
際
原
子
時
に
基
づ
く

測
定
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ

ら
を
用
い
た
新
し
い
測
定
結

果
が
、
今
回
の
決
定
に
つ
な

が
っ
た
。 

　
今
回
の
C
I
P
M
に
よ
る

「
秒
の
二
次
表
現
」
へ
の
採

択
で
は
、
同
チ
ー
ム
の
研
究

成
果
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
の
2
グ
ル
ー
プ

が
、
相
次
い
で
整
合
性
の
あ

る
測
定
デ
ー
タ
を
示
し
た
こ

と
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
同
チ
ー
ム
の
測

定
値
が
そ
の
時
点
で
も
っ
と

も
信
頼
さ
れ
る
デ
ー
タ
で

あ
っ
た
。 

　
光
格
子
時
計
は
次
世
代
の

原
子
時
計
の
有
力
候
補
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
世
界

各
国
の
標
準
研
究
所
を
巻
き

込
む
熾
烈
な
開
発
競
争
が
続

い
て
い
る
。今
回
の
決
定
は
、

こ
れ
ら
の
動
き
を
さ
ら
に
大

き
く
加
速
す
る
契
機
に
な
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
手
法
が
提
案
さ
れ
て

か
ら
ま
だ
5
年
に
す
ぎ
な
い

が
、
高
精
度
で
あ
る
こ
と
の

報
告
が
複
数
機
関
か
ら
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
試
さ
れ
て
き
た
他
方
式

に
比
べ
、
そ
の
発
展
は
極
め

て
早
い
。
日
本
発
の
ア
イ
デ

ア
が
、
世
界
規
模
の
計
量
標

準
を
支
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
香
取
秀
俊
助
教
授
の

研
究
グ
ル
ー
プ
と
、　
産
業

（独）

技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準

総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
グ

ル
ー
プ
か
ら
な
る
共
同
研
究

チ
ー
ム
が
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
（
　
）
原
子
を
用
い
た

Sr

「
光
格
子
時
計
」
の
周
波
数

を
、
世
界
最
高
精
度
で
決
定

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
こ
の
研
究
成
果
は
9
月
　14

日
、国
際
度
量
衡
委
員
会（
C

I
P
M
）
に
置
か
れ
た
時
間

周
波
数
諮
問
委
員
会
に
報
告

さ
れ
、
光
格
子
時
計
は
時
間

標
準
の
「
秒
の
二
次
表
現
」

の
候
補
と
し
て
採
択
さ
れ

た
。　
月
　
日
か
ら
　
日
ま

10

10

13

で
開
催
さ
れ
た
C
I
P
M
で

審
議
の
結
果
、
正
式
に
「
秒

の
二
次
表
現
」
へ
の
追
加
が

決
定
し
た
。

　
C
I
P
M
は
、
光
の
周
波

数
を
用
い
た
原
子
時
計
の
技

術
が
急
速
に
発
展
し
た
状
況

を
受
け
、
時
間
周
波
数
諮
問

委
員
会
の
下
に
「
秒
の
二
次

表
現
」
共
同
作
業
部
会
を
設

置
し
、
検
討
を
開
始
し
た
。

「
秒
の
二
次
表
現
」
は
、
現

在
、
秒
の
定
義
に
使
わ
れ
て

い
る
セ
シ
ウ
ム
原
子
時
計
の

性
能
を
上
回
る
可
能
性
が
あ

る
原
子
時
計
の
候
補
を
、
リ

ス
ト
化
し
た
も
の
。
秒
の
再

定
義
を
視
野
に
入
れ
た
活
動

で
あ
る
。
光
に
よ
る
原
子
時

計
と
し
て
、
中
性
原
子
を
用

い
た
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
光
格

子
時
計
と
、
イ
オ
ン
を
用
い

た
3
種
類
の
計
4
種
類
が
リ

ス
ト
に
載
っ
て
い
る
。 

　
光
格
子
時
計
は
2
0
0
1

年
、
香
取
助
教
授
に
よ
っ
て

提
案
さ
れ
た
。
格
子
状
に
組

ま
れ
た
レ
ー
ザ
ー
光
の
空
間

の
中
で
、
絶
対
零
度
近
く
ま

で
冷
や
さ
れ
た
お
よ
そ
1
0

0
万
個
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

原
子
を
固
定
さ
せ
、
そ
の
原

子
が
吸
収
す
る
光
の
振
動
数

を
数
え
、時
計
と
し
て
使
う
。

　
現
在
の
定
義
で
あ
る
セ
シ

ウ
ム
原
子
時
計
は
、
1
秒
の

精
度
が
　
ケ
タ
で
、
3
0
0

15

0
万
年
に
1
秒
し
か
狂
わ
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
　
ケ
タ
台
に
ま
で
向
上
さ

18

れ
な
け
れ
ば
効
果
は
な
い
。

そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ
う
な

話
し
合
い
が
さ
れ
た
の
か
。

答
：
説
明
で
は
割
愛
し
た

が
、
見
直
し
案
を
検
討
す
る

際
、
立
入
検
査
の
免
除
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
付
与
な
ど

に
つ
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
か
な
り
時
間
を

割
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
計

量
制
度
そ
の
も
の
が
一
般
に

知
ら
れ
て
い
な
い
点
も
含
め

て
、
広
報
対
策
を
や
ろ
う
と

い
う
提
言
が
、
と
く
に
消
費

者
団
体
関
係
者
の
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
。

問
：
経
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
情
報
が
見
つ
け
に
く

い
。
サ
イ
ト
内
検
索
し
て
も

思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

な
い
。
計
量
行
政
室
の
更
新

が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
改
善
願
い
た
い
。

答
：
意
見
と
し
て
承
る
。

問
：
計
量
士
制
度
に
つ
い

て
。
計
量
法
改
正
で
定
期
検

査
の
方
法
な
ど
も
変
わ
っ
て

い
る
が
、
計
量
士
を
対
象
に

し
た
研
修
や
講
習
会
は
、
あ

ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
単

な
る
免
許
更
新
で
は
な
く
、

技
術
的
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
目
的
で
も
、
ぜ
ひ
研
修
制

度
を
お
願
い
し
た
い
。

答
：
意
見
と
し
て
承
る
。

（
お
わ
り
）
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問
：
報
告
書
案
に
、
修
理
品

は
不
合
格
が
少
な
い
と
あ
る

が
、
品
目
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
が
あ
る
と
思
う
。
細
か
い

品
目
ご
と
に
さ
ら
に
調
べ
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

答
：
指
定
製
造
事
業
者

は
、
技
術
の
高
さ
が
裏

付
け
ら
れ
て
お
り
、
修

理
品
に
関
し
て
も
自
主

検
査
で
ま
か
な
え
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う

考
え
が
あ
る
。
報
告
書

案
に
は
「
指
定
製
造
事

問
：
検
定
と
検
査
の
関
わ
り

合
い
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

欲
し
い
。
環
境
計
量
器
は
検

定
有
効
期
間
が
あ
る
の
に
、

別
に
定
期
的
に
計
量
証
明
検

査
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。
計
量
証
明
事
業
者

か
ら
苦
情
が
あ
る
。

答
：
意
見
と
し
て
承
る
。

問
：
商
品
量
目
に
つ
い
て
、

公
差
表
が
わ
か
り
づ
ら
い
。

標
準
表
示
分
類
が
　
年
以
上

10

改
訂
さ
れ
て
い
な
い
。
対
象

物
の
構
成
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ

違
う
の
で
、
中
身
を
実
際
に

分
類
し
な
い
と
判
断
が
で
き

な
い
。
一
般
に
も
わ
か
り
や

す
い
量
目
公
差
制
度
に
な
ら

な
い
か
。

答
：
公
差
表
の
分
類
は
改
訂

を
重
ね
て
3
種
類
に
な
っ
て

い
る
。細
か
く
分
類
す
る
と
、

そ
の
た
び
に
改
正
の
手
続
き

が
派
生
す
る
た
め
、
大
ざ
っ

ぱ
な
分
類
に
移
行
し
た
経
緯

が
あ
る
。
確
か
に
、
個
別
の

ど
の
商
品
が
特
定
商
品
に
該

当
す
る
か
は
す
ぐ
に
判
断
が

し
づ
ら
い
。
わ
か
り
や
す
い

制
度
に
す
る
に
は
、
こ
れ
か

ら
の
努
力
目
標
と
し
た
い
。

問
：
適
正
計
量
管
理
事
業
所

に
新
し
く
マ
ー
ク
を
創
設
し

た
り
、
商
品
そ
の
も
の
に
も

マ
ー
ク
を
付
け
た
り
す
る
そ

う
だ
が
、
消
費
者
に
認
識
さ

計
量
制
度
見
直
し
説
明
会
詳
説
芋

　
月
　
日
、さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
1
号
館

10

12

業
者
等
」
と
あ
る
が
、
こ
の

「
等
」
に
該
当
す
る
事
業
者

は
今
後
討
議
し
て
い
く
。
現

時
点
で
は
修
理
品
に
自
主
検

定
を
認
め
る
の
は
指
定
製
造

事
業
者
の
み
と
考
え
て
ほ
し

い
。

問
：
事
後
規
制
を
し
て
も
、

職
員
に
知
識
が
な
け
れ
ば
対

応
が
で
き
な
い
。
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
が
見
込
ま
れ
る

2
0
0
7
年
問
題
も
間
近
に

な
り
、
自
治
体
だ
け
に
人
材

の
維
持
を
求
め
る
の
は
酷
で

は
な
い
か
。

答
：
自
治
体
だ
け
で
は
な

く
、
国
も
同
じ
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
報
告
書
案
で
は
、

自
治
体
が
計
量
士
を
雇
っ
て

一
緒
に
立
入
検
査
を
行
う
と

い
う
提
案
を
出
し
た
。
国
は

独
立
行
政
法
人
を
作
り
、
専

門
的
知
識
が
求
め
ら
れ
る
と

き
に
は
人
材
を
臨
時
で
雇
用

す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
国

も
地
方
自
治
体
も
、
専
門
家

を
自
前
で
抱
え
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
全
国
の

専
門
家
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す

る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
確

か
に
、
指
摘
は
そ
の
通
り
だ

と
考
え
る
。

（
2
6
4
9
号
の
つ
づ
き
）

主
な
意
見
、質
疑
応
答

【10月 29日】過去の『今日の計量新報ニュース』
<TODAY> ▽〈経産省〉「外国為替令及び輸出貿
易管理令の一部を改正する政令案」等に対する意
見募集▽〈産総研計量研修センター〉一般計量特
別教習、環境計量特別教習（濃度関係）及び（騒
音・振動関係）、一般計量教習（入所試験）▽〈朝
日〉新庄、「投球を楽しめ」と金村を鼓舞▽〈朝
日〉外国人実習生、「再来日」解禁を検討　経産
省が研究会▽〈日経〉音楽プレーヤーにウイルス
̶̶侮れない「USB経由の感染」▽〈読売〉NY
ダウ 6・80ドル高、史上最高値を 3日連続更新
<しばらく掲載>▽〈産総研〉LSI 実装用のピ
ラミッド型の微細金接続端子形成技術を開発▽
〈理化学研究所〉特殊な細胞周期「エンドリデュ
プリケーション」を制御する遺伝子を発見▽
〈JAIMA〉アジアにおける模倣品の調査などにつ
いて▽〈朝日〉ドーム揺らす歓声、「10 番目の敵」
に　日本シリーズ▽〈朝日〉中国、北朝鮮口座を
凍結　国境付近の主要銀行▽〈日経〉「リチウム
イオン電池発火問題、原因解析不十分だった」ソ
ニーが初めて会見▽〈日経〉9月の貿易黒字、6.9％
増の 1兆 140億円▽〈産経〉来年末55歳以上に
通知　「ねんきん定期便」具体案▽〈島津製作所〉
次世代のDNAシーケンサをここに実現！ポスト
ゲノム時代のDNAシーケンサ“DeNOVA”発売
▽〈寺岡精工〉「東京デザイナーズウィーク 2006
　コンテナ展」に出展します▽〈日本適合性認定
協会〉異議申立て受理のお知らせ▽〈日本規格協

会〉品質マネジメントシステム審査登録業務に関
する JAB 認定の一時停止に対する異議申立てに
ついて▽〈日本工業標準調査会〉工業標準化法第
12条による JIS 原案の申出の事前調査について
▽〈計測自動制御学会〉第 39回自律分散システ
ム部会研究会▽〈総務省〉情報通信審議会情報通
信技術分科会IPネットワーク設備委員会安全・信
頼性検討作業班（第 1回）配付資料▽〈文部科学
省〉平成 18年度放射線取扱主任者試験の結果▽
〈計測自動制御学会〉論文集 10月号が発行▽〈野
村総合研究所〉流通業界の水平・垂直統合（サー
ビス事業コンサルティング部日野典明）▽〈野村
総合研究所〉「生活者 1万人アンケート」に表れ
た前向きな将来設計像▽〈特許庁〉意匠法等の一
部を改正する法律の施行期日を定める政令案▽
〈特許庁〉意匠法等の一部を改正する法律の施行
に伴う経過措置を定める政令案▽〈特許庁〉商標
法施行令の一部を改正する政令案▽〈特許庁〉産
業財産権の現状と課題～ 21世紀型知的財産戦略
の深化に向けて▽〈総務省〉市町村合併（岡山県
岡山市）▽〈会計検査院〉 ＜個別発表事項＞ 10
月 23日に、文部科学省に対し、国立大学法人の
附属病院に係るセグメント情報について、改善の
意見表示▽〈外務省〉エルサルバドル大統領の来
日▽〈水産庁〉第１１回日韓漁業取締実務者協議
の結果▽〈水産庁〉第 15 回PICES年次会合の結
果▽〈日本弁護士連合会〉弁護士が警察に密告 !?
弁護士から警察への依頼者密告制度に反対

次
世
代
原
子
時
計
の
有
力
候
補
 

輸
出
管
理
令
ほ
か

パ
ブ
コ
メ
募
集

　
経
済
産
業
省
は
、「
外
国
為

替
令
及
び
輸
出
貿
易
管
理
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

案
」な
ど
に
対
す
る
意
見
を
、

　
月
　
日
ま
で
募
集
し
て
い

11

24

る
。
意
見
は
郵
送
、F
A
X
、

電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
。

　
核
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊

兵
器
や
、
そ
の
関
連
物
資
拡

散
を
防
止
す
る
た
め
の
国
連

安
保
理
決
議
が
4
月
　
日
に

28

採
択
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
、

貿
易
取
引
の
管
理
制
度
を
改

正
す
る
。
漁
船
や
特
定
の
懸

念
国
に
対
す
る
許
可
不
要
の

少
額
特
例
を
廃
止
す
る
。
積

換
貨
物
や
仲
介
貿
易
取
引
に

関
し
て
も
、
核
兵
器
等
の
開

発
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
は
、
外
為
法
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
と
な
る
。

 計
量
教
習
告
示

　
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（独）
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
2

0
0
6
年
度
下
期
の
一
般
計

量
特
別
教
習
、
環
境
計
量
特

別
教
習
（
濃
度
関
係
）
及
び

（
騒
音
・
振
動
関
係
）、
2
0

0
7
年
度
の
一
般
計
量
教
習

（
入
所
試
験
）
に
関
す
る
公

告
を
、　
月
　
日
付
で
告
示

10

25

し
た
。
締
切
は
特
別
教
習
が

　
月
　
日
必
着
、
入
所
試
験

11

24

が
　
月
1
日
必
着
。

12

（
詳
細
は
次
号
）

見直しのポイントを説明する
経済産業省吉田雅彦知的基盤課長
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